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男
性
19
・
７
%
、
女
性
58
・
５
%
で
、
女
性
の

方
が
適
正
な
割
合
が
高
か
っ
た
。
ク
ル
マ
を
購

入
し
た
時
の
状
態
が
た
ま
た
ま
適
正
で
あ
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を
一
番
下
の
位
置
か
ら
上
げ

て
い
る
も
の
の
ま
だ
低
く
、
追
突
さ
れ
た
際
に

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
上
部
に
頭
が
乗
り
上
げ
て
し

ま
い
そ
う
な
位
置
に
調
節
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

（
図
④
）
も
観
察
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
背
も
た
れ
を
大
き
く
倒
し
て
運

転
し
て
い
る
た
め
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
が
頭
部
か

ら
遠
く
、
さ
ら
に
低
い
位
置
に
あ
る
例
も
見
ら

れ
た
。

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
と
は
英
語
でH

ead
Restraint

で
あ
り
「
頭
部
を
拘
束
す
る
」
の
意
味
。
頭
部

を
休
め
る
（R

est

）
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
追
突

時
に
頭
部
を
支
え
ら
れ
る
高
さ
に
ヘ
ッ
ド
レ
ス

ト
を
調
節
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

自
分
自
身
が
安
全
運
転
を
し
て
い
て
も
、
後
方

の
ク
ル
マ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
注
意
で
追
突
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
追
突
さ
れ
た
際
の
被
害

ド
レ
ス
ト
の
高
さ
を
適
正
位
置
に
調
節
し
て
い

る
か
観
察
し
た
。

観
察
場
所
は
東
京
・
新
宿
の
靖
国
通
り
「
新

宿
５
丁
目
東
」
交
差
点
付
近
。

観
察
の
結
果
、
ド
ラ
イ
バ
ー
８
３
９
人
中
、

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
高
さ
が
適
正
だ
っ
た
の
は
１

８
１
人
（
21
・
６
％
）
だ
っ
た
。

観
察
で
は
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
が
調
節
可
能
な

範
囲
の
一
番
下
に
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
上
部
が
頭
の

後
ろ
に
な
く
、
頚
部
や
そ
れ
以
下
の
低
す
ぎ
る

位
置
に
あ
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
（
図
②
）。
こ

れ
は
、
乗
用
車
に
限
ら
ず
、
タ
ク
シ
ー
や
商
用

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
同
様
だ
っ
た
。

体
格
に
よ
っ
て
は
、
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
が
一
番

下
の
状
態
が
適
正
（
図
③
）
と
い
う
ド
ラ
イ
バ

ー
も
見
ら
れ
る
。
特
に
女
性
に
そ
の
例
が
多
か

っ
た
。
男
女
別
に
適
正
の
割
合
を
比
較
す
る
と
、

を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
、ヘッ
ド
レ
ス
ト
の
調
節
機

能
が
あ
る
場
合
に
は
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を
適
正
位
置

に
正
し
く
調
節
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

同
じ
ク
ル
マ
を
複
数
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
使
用

す
る
場
合
は
、
そ
の
都
度
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体
格

に
合
わ
せ
て
調
節
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
同
乗
者
へ
も
、
ヘ
ッ
ド

レ
ス
ト
の
高
さ
を
正
し
く
調
節
す
る
よ
う
に
勧

め
て
ほ
し
い
。
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
中
心
と
耳
の

中
心
の
高
さ
が
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
同
乗

者
が
互
い
に
確
認
し
合
う
の
も
有
効
だ
。

は
、
後
方
か
ら
の
衝
突
時
に
衝
撃
を
緩
和
し
て
、

頚
部
へ
の
負
担
を
軽
減
し
て
く
れ
る
装
備
。
位

置
が
低
す
ぎ
る
と
追
突
さ
れ
た
際
に
乗
員
の
頭

部
が
大
き
く
後
ろ
に
傾
い
て
し
ま
い
、
重
度
の

む
ち
打
ち
症
に
な
り
や
す
い
。

適
正
位
置
は
、「
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
中
心
」
と

「
耳
の
中
心
」
の
高
さ
が
合
う
よ
う
に
調
節
す
る

こ
と
（
図
①
）
が
望
ま
し
い
。

今
回
は
、
東
京
都
内
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ヘ
ッ
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平
成
19
年
の
交
通
事
故
を
事
故
類
型
別
に

見
る
と
追
突
が
26
万
９
６
８
件
と
最
も
多
く
、

全
体
の
31
・
３
％
を
占
め
る
。
ク
ル
マ
同
士
の

追
突
事
故
で
は
、
追
突
さ
れ
た
方
が
頚
部
を
損

傷
す
る
、
い
わ
ゆ
る
、
む
ち
打
ち
症
が
多
い
の

が
特
徴
で
あ
る
。

こ
う
し
た
む
ち
打
ち
症
を
低
減
す
る
た
め
に

効
果
的
な
の
は
、
ク
ル
マ
の
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を

適
正
位
置
に
合
わ
せ
る
こ
と
。
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト

●
運
転
席
の
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
高
さ
を
観
察
す
る

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
高
さ
が
適
正
だ
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

８
３
９
人
中
１
８
１
人
（
２１
・
６
％
）

ド
ラ
イ
バ
ー
は

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を

適
正
位
置
に
調
節
し
て

い
る
か
？

●観察場所／ 東京都新宿区　靖国通り「新宿５丁目東」交差点 付近
●観察日／７月１１日（金曜日）
●天候／晴れ
●観察時間／１７：００～１８：００
●観察者／４人

ド
ラ
イ
バ
ー
が
変
わ
る

時
は
そ
の
都
度
、

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
調
節
を

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の

位
置
が
低
す
ぎ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い

ヘッドレストを適正位置に調節しているドライバー

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。
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▼
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ヘッドレストを一番下の状態にしているため、頭部よりも低くなっている

※シートにヘッドレストの調節機能があるかどうかとヘッドレストの高さが
適正位置に調節されていたかどうかの判断は観察者の見解による。

●ヘッドレストの高さの適正状況（839人中）

ヘッドレストが低すぎる位置にある例

クルマに乗車中の死傷者数を損傷部位別に見ると、死者
では頚部損傷の割合は4.5％。しかし、負傷者について
は、頚部の損傷が78.1％と4分の3以上を占めている。

クルマに乗車中の交通事故
負傷者の７８．１％が頚部を損傷

ワンポイントDATA

●自動車乗車中の負傷者の損傷部位別（平成19年中）

※警察庁資料「平成19年中の交通事故発生状況」
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頭部4.3％ 胸部4.3％
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